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平成 31 年 4月 1 日

　
加
茂
市
に
春
を
告
げ
る
雪

椿
ま
つ
り
が
、
次
の
日
程
で
加

茂
山
公
園
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
ユ
キ
ツ
バ
キ
や
桜
が
咲
く

加
茂
山
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

春
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
雪
椿
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
☎
内
線
131
）

■
雪
椿
ま
つ
り
献
花
祭

　
一
般
の
お
客
様
に
よ
る
献

花
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。参

加
ご
希
望
の
方
は
、
時
間
ま
で

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

　時
　
4
月
28
日
（
日
）
午

前
9
時
30
分
受
付
開
始

会

　場
　
青
海
神
社
拝
殿

参
加
料
　
500
円

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
い
け
ば

な
協
会
　
泉
さ
ん（
☎
52-

３
２

９
９
）

月 日 当番医 ☎
４／７（日）服部クリニック ５３－４６８０
14（日）徳友医院 ５３－０１６７
21（日）須田医院 ４１－５０２５
28（日）星野内科医院 ４１－４１４１

29（月・祝）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

県議会議員一般選挙
　　　　投票日は４月７日（日）

市長選挙・市議会議員一般選挙
　　　　投票日は４月 21日（日）

　県議会議員一般選挙、市長選挙、市議会議
員一般選挙は、私たちの未来を決める大事な
選挙で、18歳以上の人が投票できます。大切
な１票を棄権することなく投票しましょう。
■期日前投票は市役所で
　投票日当日に仕事、旅行、冠婚葬祭、病気・
けがなどで投票に行けない人は、期日前（不
在者）投票をお願いいたします。入場券の
裏面または受付に備え付けの期日前投票請
求書に氏名等を記入していただきます。
■期日前投票期間
　　 県議会議員一般選挙
　　　　３月 30 日（土）～４月６日（土）
　　 市長選挙・市議会議員一般選挙
　　　　４月 15 日（月）～ 20 日（土）
■時　間　午前８時 30 分～午後８時
■場　所　市役所２階選挙管理委員会事務室
■問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線 254）

今月の納税 口座振替日固定資産税・都市計画税…第１期分 5月7日 （火）

第
53
回
雪
椿
ま
つ
り

  

大
園
遊
会

　

 

市
中
パ
レ
ー
ド

　
　

 

13
日
（
土
）
開
催

雪椿まつりイベント名／会場（時間）
１３日（土）
・雪椿まつり大園遊会／市民体育館（10：50 ～）
▼ミス雪椿公開審査（10：50 ～）
▼アトラクション・歌謡ショー　
ゲスト歌手　羽山みずき（11：50 ～）
▼友好都市　伊豆大島町交歓会
（12：50 ～）
▼ミス雪椿発表（13：30 ～）
・雪椿マラソン／駅前スタート
（14：30 ～）
・ミス雪椿市中パレード／駅前スタート（15：00 ～）
１４日（日）
・雪椿杯バレーボール大会／勤労者体育センター
（9：00～)
･トレジャーハンティング in 加茂山「カモレンジャー
平成オールスターズフォーエバー」／加茂山公園野
外ステージ、雨天時市民体育館（9：30 ～ 14：00）
２８日（日）
・献花祭／青海神社（10：00 ～）
２９日（月･祝）
・雪椿市民茶会／加茂山公園、青海神社（10：00 ～
15：00）

11
㈭
先負

12
㈮
仏滅

13
㈯
大安

14
㈰
赤口

15
㈪
先勝

16
㈫
友引

17
㈬
先負

18
㈭
仏滅

19
㈮
大安

20
㈯
赤口

21
㈰
先勝

22
㈪
友引

23
㈫
先負

10
㈬
友引

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談　
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00
・休館（加茂美人の湯）

　休日当番医　徳友医院
 　　　　　　☎５３－０１６７ 　9：00～17：00
・雪椿まつり　雪椿杯バレーボール大会
　　   　　勤労者体育センター　 9：00から
・雪椿まつり　トレジャーハンティングin加茂
　　　加茂山公園野外ステージ　 9：30から受付

・司法書士による無料法律相談（予約は前日まで
　に☎47－1882へ／司法書士会三条支部相談員：
　外山量一さん）  
　　　　　　　　上町コミセン　　9：00～12：00
・雪椿まつり　大園遊会
　　　　　　　　　市民体育館　10：50から
　　雪椿マラソン 駅前スタート　14：30から
　　市中パレード 駅前スタート　15：00から
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から
 

・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00

・けんこう栄養相談会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　13：30～16：00

・スポーツ少年団合同入団式・スポーツテスト
　　　　　勤労者体育センター　　8：20集合
・心配ごと相談
　　　　　　　　上町コミセン　 9：00～16：00
・ワクワクドキドキお話のへや
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（市立図書館、民俗資料館、七谷・中央・
　上条・北・下条・須田コミセン）

　休日当番医　須田医院
 　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00
・市長選挙、市議会議員一般選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所　 7：00～20：00

大
型
連
休
中
の
ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

防
ご
う
林
野
火
災

　
春
の
大
型
連
休
中
、
４
月
27
日
（
土
）
、
５
月

１
日
（
水
）
、
２
日
（
木
）
、
６
日
（
月
）
に
、

ご
み
の
臨
時
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
大
型
連
休
中
に
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
連
休
前
の
く
み
取
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係
（
☎
内
線

152
）

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も
に
、
屋
外

で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
降

水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

❶
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

で
は
、
絶
対
に
焚
き
火
を
し
な
い
。

❷
焚
き
火
な
ど
、
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
そ
の

場
所
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

❸
強
風
や
乾
燥
し
て
い
る
と
き
に
は
焚
き
火
を
し

な
い
。

❹
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い

殻
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、
絶
対
に
投
げ
捨
て
は

し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

・休館（温水プール）

・休館（公民館・市民体育館・市立図書館、民俗
　資料館、七谷・中央・上条・北・下条・須田コ
　ミセン）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・読　書　会　　　市立図書館　10：00から

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　　9：30～11：30

4月
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「
天
使
の
歌
声
」
と
呼
ば
れ
、
美
し

い
コ
ー
ラ
ス
で
、
人
々
を
魅
了
す
る

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
は
、
500
年
以

上
の
歴
史
を
持
ち
、
世
界
で
最
も
有
名

な
少
年
合
唱
団
で
す
。

　
昭
和
30
年
に
初
来
日
し
、
今
年
は
日

本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好
150
年
に
あ
た

り
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
王

宮
礼
拝
堂
の
ミ
サ
で
歌
わ
れ
る
宗
教
曲

や
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
、
ふ
る
さ
と
等

日
本
で
人
気
の
あ
る
楽
曲
を
披
露
し
ま

す
。

　
な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
宝
く
じ
の
助

成
に
よ
り
、
通
常
の
半
額
程
度
の
特
別

料
金
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

公
演
日
時
　
６
月
11
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
開
場
、
７
時
開
演

会

　場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲

　目
　
オ
ル
フ‥

カ
ル
ミ
ナ
・
ブ

ラ
ー
ナ
よ
り
「
お
お
、
運
命
の
女
神

　
概
ね
60
歳
前
後
か
ら
の
人
を
対
象

に
し
た「
シ
ニ
ア
教
室
」の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。教
室
は
全
９
回
で
、１
年

間
を
通
し
て
、教
養
講
座
や
研
修
旅
行

な
ど
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。多
く
の
皆

さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程
・
内
容（
講
師
や
行
き
先
な
ど
）

❶
５
月
16
日（
木
）開
講
式
、講
演
会

「
太
鼓
道
を
歩
ん
で
45
年
」／
室
井
善

範
さ
ん
❷
６
月
13
日（
木
）野
外
研
修

（
山
古
志
：
闘
牛
場
・ア
ル
パ
カ
牧
場
、

高
龍
神
社
）❸
７
月
25
日（
木
）〜
26
日

（
金
）一
泊
研
修（
川
越
、富
岡
製
糸
場
ほ

か
）❹
８
月
２
日（
金
）講
演
会「
高
血

圧
と
薬
」／
笠
間
悟
さ
ん（
笹
菊
薬
品

㈱
管
理
薬
剤
師
）❺
９
月
６
日（
金
）講

演
会「
足
か
ら
の
健
康
と
く
つ
下
の
可

能
性
」／
中
林
功
一さ
ん（
㈱
山
忠
代
表

取
締
役
社
長
）❻
10
月
18
日（
金
）健

康
運
動
教
室
／
塚
野
真
一
さ
ん（
不
死

鳥
道
場
代
表
元
プ
ロ
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
）

❼
11
月
13
日（
水
）日
帰
り
研
修（
新

潟
市
江
南
区
北
方
文
化
博
物
館
ほ
か
）

❽
11
月
29
日（
金
）講
演
会「
超
高
齢

者
社
会
の
生
き
方
を
考
え
る
」／
小
川

学
ぶ
・
ふ
れ
あ
い
・
遊
び

　シ
ニ
ア
教
室

　受
講
生
募
集

英
爾
さ
ん（
妙
光
寺
前
住
職
）❾
２
月

21
日（
金
）講
演
会「
笑
顔
で
健
康
・
笑

い
と
健
康
」
／
水
都
家
艶
笑
さ
ん

（
落
語
家
）

会

　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

時

　間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
講
演
会
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
25
日

（
木
）ま
で
に
82
円
切
手
を
は
っ
た
封
筒

９
枚
に
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、公
民

館（
☎
52‒

１
９
５
３
）ま
た
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
☎
53‒

１
１
８
０
）

へ
。

宝
く
じ
文
化
公
演
　
６
月
11
日
開
催

  
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

　
４
月
16
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売

よ
」
、
ピ
ア
ソ
ラ‥

リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ‥

エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
、
皇
后
陛
下
御
作
詞

：

ね
む
の
木

の
子
守
歌
、
岡
野
貞
一‥

ふ
る
さ

と
、
Ｊ
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世‥

美
し

く
青
き
ド
ナ
ウ
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
　
一
般
３
千

円
、
高
校
生
以
下
千
500
円
（
当
日
は

各
々
500
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
４
月
16
日

（
火
）
午
前
９
時
か
ら
一
斉
発
売※

電
話
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
文
化
会

館
で
受
け
付
け
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
枚
数
制
限
　
１
人
に
つ
き

１
回
６
枚
以
内
で
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

コ
イ
ケ
メ
ガ
ネ

（
本
町
）
、
コ
メ
リ
書
房
加
茂
店

（
幸
町
１
）
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
上
町
）
、
文
化
会
館

（
幸
町
２
）

そ
の
他
　
車
イ
ス
席
は
文
化
会
館
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学

児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０
８
４
２
）

手
話
教
室
　

気
軽
に
参
加
を

　
初
め
て
手
話
を
す
る
人
・
興
味
の
あ

る
人
向
け
の
講
座
で
す
。
気
軽
に
手
話

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日

　時
　
５
月
９
・
16
・
23
・
30
日
の

各
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

会

　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　４
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

52-

６
６
６
７
）
へ
。

▼
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路
な

ど
を
歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
、
正
し
い

横
断
、
信
号
機
の
意
味
、
安
全
確
認
の

方
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
教
え

ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
が
外
出
す
る
と
き
は
、
行
き

先
を
確
認
し
一
声
か
け
て
注
意
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎５２－００８０内線１５1）

４月８日㈪～１４日㈰
運動の重点

❶新入学（園）児等に対する交通安全指導の徹底
❷保護者等の交通安全意識の高揚
❸通学・通園路の安全確保

運動の重点

◆子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
◆自転車の安全利用の推進
◆すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◆飲酒運転の根絶　◆横断歩道での歩行者優先

❶
新
入
学
（
園
）
児
等
に
対
す
る

　
　
　
　
　
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

▼
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
の
近

く
を
通
る
と
き
や
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
は
、
飛
び
出
し
な
ど
子
ど
も
の
動

き
に
十
分
注
意
し
、
徐
行
す
る
な
ど
、

安
全
で
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

❷
保
護
者
等
の
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
意
識
の
高
揚

▼
通
学
（
園
）
路
な
ど
街
頭
で
の
保
護

誘
導
活
動
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

❸
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動 ５月１１日㈯～２０日㈪

自転車の安全利用の推進
　自転車を安全に利用するために「自転車安全利
用五則」を守りましょう。
■自転車安全利用五則
　①自転車は、車道が原則、歩道は例外。
　②車道は左側を通行。
　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行。
　④安全ルールを守る（飲酒運転・２人乗り・　
　　並進の禁止、夜間はライト点灯、交差点での
　　信号遵守と一時停止・安全確認）。
　⑤子どもはヘルメットを着用。

すべての座席のシートベルトと
　　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　シートベルトは「命綱」であるという認識を
持ち、すべての座席での着用を徹底しましょう。
　子どもの命を守るため、チャイルドシートを
正しく使用しましょう。

　横断歩道では歩行者が優先です。ドライバー
は、横断歩道付近では減速するなど横断しよう
とする歩行者に備え、歩行者がいるときは一時
停止して歩行者の横断を妨げてはなりません。

横断歩道での歩行者優先

５月２０日（月）は「交通事故死ゼロを目指す日」です

歩行者に笑顔でゆずる春の道歩行者に笑顔でゆずる春の道
新入学（園）児を守る交通安全週間　
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さ
ま
ざ
ま
な
手
当
や
制
度
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❶
児
童
手
当
　
生
活
の
安
定
と
児
童
の

健
全
な
育
成
、
資
質
の
向
上
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

手
当
月
額
　
▼
３
歳
未
満
　
１
万
５
千

円
▼
３
歳
以
上
小
学
生
ま
で
の
第
１

子
、
第
２
子
　
１
万
円
▼
３
歳
以
上
小

学
生
ま
で
の
第
３
子
　
１
万
５
千
円
▼

中
学
生
　
１
万
円

　
市
で
は
、
若
い
人
た
ち
の
市
内
事
業

者
へ
の
就
職
を
進
め
る
た
め
、
職
業
能

力
開
発
校
（
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
な
ど
）
に
入
学
す
る
人
に
無
利
子
の

貸
付
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
ど
も

貸
付
金
額
　
１
人
年
額
６
万
円
（
月
額

５
千
円
）

※

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
中
学

生
ま
で
一
律
５
千
円

❷
児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

別
に
し
て
い
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
父
、
あ
る
い
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

対
象
児
童

18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
で
（
障
害
の
あ
る
児

童
は
20
歳
未
満
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
。

▼
父
母
が
離
婚

▼
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▼
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

▼
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

▼
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童

ご
利
用
く
だ
さ
い

　福
祉
の
手
当
や
制
度

職
業
能
力
開
発
校

　
　
　

  

　貸
付
生
を
募
集

※

ほ
か
に
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
。

❸
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
目
や
耳
、
肢
体
、
知
的
発
達
な
ど
の

障
害
や
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
よ
う

な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
あ

る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。

手
当
月
額
（
１
人
に
つ
き
）

▼
１
級
　
５
万
２
千
200
円

▼
２
級
　
３
万
４
千
770
円

❹
特
別
障
害
者
手
当
等

　
重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
日
常
生
活

で
常
時
介
護
が
必
要
な
人
に
支
給
し
ま

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

手
当
月
額

▼
20
歳
未
満
　
１
万
４
千
790
円

▼
20
歳
以
上
　
２
万
７
千
200
円

※

児
童
扶
養
、
特
別
児
童
扶
養
、
特
別

障
害
者
手
当
等
の
手
当
月
額
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❺
結
婚
祝
金

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
結
婚
を
お

祝
い
し
、
祝
金
を
贈
り
ま
す
。

受
給
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
で
、
婚
姻
届
ま
た
は
結
婚
式
を

済
ま
せ
た
市
民
。

祝
金
額
　
▼
１
・
２
級
　
１
万
８
千
円

▼
３
・
４
級
　
１
万
４
千
円
▼
５
・
６

級
　
１
万
円

❻
就
労
祝
金

　
母
子
世
帯
で
、
高
校
生
以
下
の
お
子

さ
ん
が
初
め
て
就
職
さ
れ
た
と
き
、
お

祝
い
と
し
て
１
万
円
を
贈
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

❶
〜
❻
は
福
祉
事
務
所

児
童
障
害
係
（
☎
内
線
174
）
へ
。

❼
在
宅
介
護
手
当

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
の
あ
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
と
同
居
し
、

生
活
を
共
に
し
て
い
る
人
で
、
常
時
そ

の
人
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る
人
。

▼
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
状
態
の
人

で
、
常
時
介
護
が
必
要
な
人
。

▼
65
歳
以
上
の
認
知
症
の
人
で
、
常
時

介
護
が
必
要
な
人
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
在
宅
の
人
で
、

常
時
介
護
が
必
要
な
人
。

※

介
護
に
当
た
る
人
が
家
族
で
複
数
い

る
場
合
は
、
主
に
介
護
に
当
た
っ
て
い

る
人
が
対
象
（
１
人
分
）。

支
給
額
　
月
額
５
千
円
（
年
額
６
万

円
）

※

申
請
時
、
調
査
票
に
基
づ
い
て
地
区

の
民
生
委
員
さ
ん
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

生
活
老
人
係
（
☎
内
線
173
）

貸
付
期
間
　
入
学
す
る
職
業
能
力
開
発

校
の
正
規
の
修
業
期
間

必
要
書
類
　
戸
籍
抄
本
、
職
業
能
力
開

発
校
入
校
生
貸
付
申
請
書

返
済
方
法
　
貸
し
付
け
を
終
了
し
て
か

ら
１
年
後
に
一
括
返
済
。
た
だ
し
、
卒

業
後
、
市
内
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

務
し
た
場
合
は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

▼
な
が
い
き
川
柳
掲
示

　
県
内
各
地
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い

た
、
約
440
句
を
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
５
月
12
日
（
日
）
ま
で
掲
示
し
ま

す
。

▼
七
福
買
い
物
ラ
リ
ー

　
応
募
方
法
は
２
通
り
で
す
。
抽
選
で

商
店
街
共
通
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
商
店
街
協
同
組

合
（
☎
52

－

０
７
７
５
）

　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
書
か

れ
て
い
る
文
字
・
図
・
表
・
写
真
等
を

音
声
に
変
え
て
伝
え
る
音
声
訳
の
方

法
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
デ
ジ
タ
ル

録
音
の
技
術
、
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
講
座

で
す
。
終
了
後
は
、
主
に
地
域
の
広
報

誌
等
を
音
声
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
す
。

日
　
程
　
５
月
８
・
15
・
22
・
29
、
６

月
５
・
12
・
19
・
26
、
７
月
３
・
10
日

の
水
曜
日
（
10
回
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

会
　
場
　
市
立
図
書
館

受
講
者
　
音
声
訳
の
基
本
知
識
を
習
得

し
て
将
来
音
声
訳
奉
仕
員
を
志
す
人

で
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

定
　
員

20
名
程
度

受
講
料
　
無
料
（
資
料
代
800
円
が
必

要
）

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
４
月
25
日
（
木
）
必
着

で
、
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
講
座
の

案
内
・
申
込
書
は
、
市
福
祉
事
務
所
、

市
立
図
書
館
、
公
民
館
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

音
声
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　（
初
級
）
受
講
者
募
集

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

381

－

８
１
１
１

〒
950

－

０
１
２
１
新
潟
市
江
南
区
亀
田

向
陽
１

－

９

－

１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
が
い
き
ス
ト
リ
ー
ト

逸
品
フ
ェ
ア

30
日
ま
で

◆ｓｔｕｄｉｏ　ｆ　ダンス発表会
☎53－0842

日　時　４月28日（日）昼の部 午後０時30分
開　演　夜の部　午後５時30分開演
入場料　1, 000円（当日1, 500円）※昼・夜の
部通し1, 500円（前売りのみ）
問い合わせ　studio ｆ　☎34－7200
◎毎週火曜日は文化会館の休館日です。

http://ngt-shikaku.jp/

）

　
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
、
地
域
の
福

祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
（
受
講
料
無
料
）

日
　
時
　
５
月
９
日
〜
11
月
21
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
方
や
手
話

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
し
た

い
方
で
こ
れ
ま
で
に
基
礎
編
（
も
し
く

は
基
礎
課
程
）
を
修
了
さ
れ
た
18
歳
以

上
の
人
。

受
講
者
募
集
時
期
　
４
月
24
日
（
水
）

ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務

所
児
童
障
害
係
（
☎
内
線
172
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
開
催

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
会

会
場
／
日
程
　
❶
県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館
／
４
月
18
日
（
以
下
木
）
、
８
月
22
日
、
11
月
21
日
、
１
月
16
日
❷
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
／
６
月
20
日
、
10
月

17
日
、
２
月
20
日
　
受
　
付
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
。
持
参
す
る
も
の
　
❶
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
❷
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
発
行
）

❸
審
査
手
数
料
１
件
６
千
300
円
（
県
収
入
証
紙
）
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
☎
025

－

280

－

５
６
１
９
）

保
育
士（
嘱
託
員
）を
募
集

市
立
保
育
園
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
嘱
託
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
　※

早
出
出
勤
や
、
土
曜
日
の

交
代
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

報

　酬
　
月
額
18
万
円

選

　考
　
面
接
試
験
　※

試
験
日
は

応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
17
日

（
水
）
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
174
）
へ
。
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来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
な

ど
が
対
象
の
加
茂
地
区
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
２
０
２
０
（
求
人
説
明
会
）
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
５
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

会
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
　
来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
（
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
修
学
校
、
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
等
）
お

よ
び
既
卒
者
（
卒
業
後
３
年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
雇
用
支
援

係
（
☎
内
線
132
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

三
条
（
☎
38

－

５
４
３
１
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

採
用
予
定
人
数

10
人
程
度

応
募
資
格
　
年
齢
不
問
で
、❶
介
護
福

祉
士
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

取
得
者
。
資
格
が
な
い
人
は
資
格
取
得

後
に
採
用
。）❷
普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
人
。

勤
務
先
　
加
茂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
二
平
成
園
内
）

待
遇
等
　
月
額
16
万
円
以
上
、
賞
与
、

社
会
保
険
制
度
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉

士
登
録
証
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研

修
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の
修
了

証
と
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し
を
添

付
し
て
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
第
二
平
成
園
内
、☎
41

－

４
０

３
２
）
ま
た
は
総
務
課
人
事
係
（
☎
内

線
333
）
へ

　
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は

動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　須
田
地
区
の
会
場
は
、
須
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
生
後
90
日
以
上
の
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。
未
登
録
の
場
合
は
登
録

手
数
料
３
千
円
と
印
鑑
を
用
意
し
て
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
等
　
３
千
200
円
（
注
射
料
２

千
650
円
　
手
数
料
550
円
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
152
）

■
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

　
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
に
は
必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
犬
が
逃
げ
出
し
た
場
合
は
環

境
課
生
活
環
境
係
ま
た
は
三
条
保
健
所

生
活
衛
生
課
（
三
条
市
興
野
１
☎
36

－

２
３
６
６
）
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
熊
は
冬
眠
（
冬
ご
も
り
）
か
ら
目
覚

め
る
と
食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
活
動

し
ま
す
。

　
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
と
き
は

複
数
で
行
動
し
た
り
、
自
分
の
場
所
を

知
ら
せ
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
の

音
の
出
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
、
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
な
の
で
、

遭
遇
し
た
ら
、熊
を
驚
か
さ
な
い
よ
う
、

慌
て
ず
騒
が
ず
、
背
中
を
見
せ
な
い
よ

う
に
後
ず
さ
り
し
て
、
静
か
に
立
ち
去

り
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
熊
に
襲
わ
れ
た
場
合
は
、
両
腕

や
ザ
ッ
ク
な
ど
で
頭
や
首
の
後
ろ
を
覆

狂
犬
病
の
  

　予
防
注
射

い
地
面
に
伏
せ
る
な
ど
、
致
命
傷
を
負

わ
な
い
よ
う
に
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
　
農
林
課（
☎
内
線
412
）、総
務
課（
☎

内
線
321
）

※

緊
急
の
と
き
は
加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）

■
熊
除
け
の
鈴
を
販
売

　
市
で
は
「
熊
除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」

を
１
個
400
円
で
次
の
場
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

販
売
場
所
　
市
役
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
加
茂
土
産
物
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
文
化
会
館
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
加
茂
美
人
の
湯
、
か
も

川
荘
、
ゆ
き
つ
ば
き
荘
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

冬
眠
明
け
の

    

　
熊
に
注
意

月　日 時間／会場

４月16日㈫
午前 10 時～ 10 時 40 分
  ／七谷小学校体育館下
午前 11 時 30 分～午後１時
  ／下条体育センター

４月17日㈬

午前９時 15 分～ 10 時
  ／須田コミュニティセンター
午前 10時 40 分～ 11 時 50 分
  ／市役所東側車庫棟前
午後１時 10 分～２時 10 分
  ／市民体育館

加
茂
地
区

　
　

  

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
す
れ
ば
学
生
期
間
中
の
国
民
年

金
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者

20
歳
以
上
で
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
夜
間
・

定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
も
含
ま
れ

ま
す
）
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の
前
年

の
所
得
が
118
万
円
以
下
の
学
生

申
請
に
必
要
な
も
の
　
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
と
印
鑑

※

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
申
請
す
る
人

で
、
新
年
度
の
継
続
申
請
用
の
通
知
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
い
た
人
は
、
そ
れ
を

返
送
す
る
こ
と
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
各
種
届
出
に

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
次
に
該
当
す

る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
20
歳
に
な
っ
た

20
歳
の
誕
生
月
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
加
入
に
関
す
る
文

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い

る
届
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
退
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失

し
た
　
資
格
喪
失
日
を
確
認
で
き
る
書

類
（
資
格
喪
失
連
絡
票
、離
職
票
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
就
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
取
得

し
た
　
資
格
取
得
日
を
確
認
で
き
る
書

類
（
資
格
取
得
連
絡
票
、
社
会
保
険
の

保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
海
外
か
ら
転
入
し
た

入
国
日
が
わ

か
る
パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
海
外
へ
転
出
す
る
　
国
民
年
金
の
資

格
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人

は
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

厚
生
年
金
の
方
は
海
外
転
入
出
の
手

続
き
が
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
受

診
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
平
成
31
年
４
月
１
日
〜
来
年

３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢
者
で

あ
る
人
。

（
☎
内
線
113
）

　
春
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
作

業
中
や
田
畑
の
行
き
帰
り
の
途
中
の
道

路
上
で
の
事
故
が
、
こ
の
時
期
た
い
へ

ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
機
械
の
積
み
降
ろ
し
や
、
ほ
場
へ
の

出
入
り
の
時
は
、
路
肩
か
ら
の
転
倒
・

転
落
事
故
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

❶
作
業
前
と
後
に
は
、
農
業
機
械
の

点
検
整
備
と
周
囲
の
点
検
を
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。

❷
機
械
の
点
検
・
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

❸
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
機
械
の
構
造
と
道
路
状
況
に

見
合
っ
た
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
安
全
フ
レ
ー
ム
や
低
速
車
マ
ー

ク
等
を
装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

❹
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、ま
た
、

早
朝
の
作
業
時
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

❺
作
業
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
無
理
は
禁
物
で
す
。

❻
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

重
大
な
事
故
を
招
い
て
い
ま
す
。
常

に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

❼
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
無
理
を
し
な
い
で
、
常
に
安
全

作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者

が
作
業
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
の
人

が
声
を
か
け
合
う
な
ど
し
て
、
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

❽
労
災
保
険
・
共
済
等
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎

内
線
412
）

後
期
高
齢
者

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を

　
　
　
　
　
　
一
部
助
成

国
民
年
金

　

　
　学
生
の
特
例
や

　
　
　
　手
続
き
な
ど

春
の
農
作
業

事
故
防
止
に
つ
い
て

助
成
金
額
　
１
万
円
（
上
限
）

必
要
な
も
の

❶
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
）❷
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク
受
診
結
果
❹

保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳
な
ど
振
込
先
口

座
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

振
込
先
の
店
名
、
預
金
種
目
、
口
座
番

号
が
必
要
で
す
）

申
請
期
限
　
来
年
３
月
31
日

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民
健

康
保
険
係
（
☎
内
線
163
）

　
熊
は
冬
眠
（
冬
ご
も
り
）
か
ら
目
覚
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来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
な

ど
が
対
象
の
加
茂
地
区
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
２
０
２
０
（
求
人
説
明
会
）
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
５
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

会
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
　
来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
（
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
修
学
校
、
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
等
）
お

よ
び
既
卒
者
（
卒
業
後
３
年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
雇
用
支
援

係
（
☎
内
線
132
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

三
条
（
☎
38

－

５
４
３
１
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

採
用
予
定
人
数

10
人
程
度

応
募
資
格
　
年
齢
不
問
で
、❶
介
護
福

祉
士
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

取
得
者
。
資
格
が
な
い
人
は
資
格
取
得

後
に
採
用
。）❷
普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
人
。

勤
務
先
　
加
茂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
二
平
成
園
内
）

待
遇
等
　
月
額
16
万
円
以
上
、
賞
与
、

社
会
保
険
制
度
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉

士
登
録
証
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研

修
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の
修
了

証
と
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し
を
添

付
し
て
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
第
二
平
成
園
内
、☎
41

－

４
０

３
２
）
ま
た
は
総
務
課
人
事
係
（
☎
内

線
333
）
へ

　
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は

動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　須
田
地
区
の
会
場
は
、
須
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
生
後
90
日
以
上
の
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。
未
登
録
の
場
合
は
登
録

手
数
料
３
千
円
と
印
鑑
を
用
意
し
て
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
等
　
３
千
200
円
（
注
射
料
２

千
650
円
　
手
数
料
550
円
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
152
）

■
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

　
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
に
は
必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
犬
が
逃
げ
出
し
た
場
合
は
環

境
課
生
活
環
境
係
ま
た
は
三
条
保
健
所

生
活
衛
生
課
（
三
条
市
興
野
１
☎
36

－

２
３
６
６
）
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
熊
は
冬
眠
（
冬
ご
も
り
）
か
ら
目
覚

め
る
と
食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
活
動

し
ま
す
。

　
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
と
き
は

複
数
で
行
動
し
た
り
、
自
分
の
場
所
を

知
ら
せ
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
の

音
の
出
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
、
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
な
の
で
、

遭
遇
し
た
ら
、熊
を
驚
か
さ
な
い
よ
う
、

慌
て
ず
騒
が
ず
、
背
中
を
見
せ
な
い
よ

う
に
後
ず
さ
り
し
て
、
静
か
に
立
ち
去

り
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
熊
に
襲
わ
れ
た
場
合
は
、
両
腕

や
ザ
ッ
ク
な
ど
で
頭
や
首
の
後
ろ
を
覆

狂
犬
病
の

  

　予
防
注
射

い
地
面
に
伏
せ
る
な
ど
、
致
命
傷
を
負

わ
な
い
よ
う
に
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
　
農
林
課（
☎
内
線
412
）、総
務
課（
☎

内
線
321
）

※

緊
急
の
と
き
は
加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）

■
熊
除
け
の
鈴
を
販
売

　
市
で
は
「
熊
除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」

を
１
個
400
円
で
次
の
場
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

販
売
場
所
　
市
役
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
加
茂
土
産
物
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
文
化
会
館
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
加
茂
美
人
の
湯
、
か
も

川
荘
、
ゆ
き
つ
ば
き
荘
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

冬
眠
明
け
の

    

　
熊
に
注
意

月　日 時間／会場

４月16日㈫
午前 10 時～ 10 時 40 分
  ／七谷小学校体育館下
午前 11 時 30 分～午後１時
  ／下条体育センター

４月17日㈬

午前９時 15 分～ 10 時
  ／須田コミュニティセンター
午前 10時 40 分～ 11 時 50 分
  ／市役所東側車庫棟前
午後１時 10 分～２時 10 分
  ／市民体育館

加
茂
地
区

　
　

  

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
す
れ
ば
学
生
期
間
中
の
国
民
年

金
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者

20
歳
以
上
で
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
夜
間
・

定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
も
含
ま
れ

ま
す
）
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の
前
年

の
所
得
が
118
万
円
以
下
の
学
生

申
請
に
必
要
な
も
の
　
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
と
印
鑑

※

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
申
請
す
る
人

で
、
新
年
度
の
継
続
申
請
用
の
通
知
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
い
た
人
は
、
そ
れ
を

返
送
す
る
こ
と
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
各
種
届
出
に

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
次
に
該
当
す

る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
20
歳
に
な
っ
た

20
歳
の
誕
生
月
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
加
入
に
関
す
る
文

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い

る
届
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
退
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失

し
た
　
資
格
喪
失
日
を
確
認
で
き
る
書

類
（
資
格
喪
失
連
絡
票
、離
職
票
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
就
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
取
得

し
た
　
資
格
取
得
日
を
確
認
で
き
る
書

類
（
資
格
取
得
連
絡
票
、
社
会
保
険
の

保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
海
外
か
ら
転
入
し
た

入
国
日
が
わ

か
る
パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
海
外
へ
転
出
す
る
　
国
民
年
金
の
資

格
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人

は
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
方
は
海
外
転
入
出
の
手

続
き
が
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
受

診
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
平
成
31
年
４
月
１
日
〜
来
年

３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢
者
で

あ
る
人
。

（
☎
内
線
113
）

　
春
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
作

業
中
や
田
畑
の
行
き
帰
り
の
途
中
の
道

路
上
で
の
事
故
が
、
こ
の
時
期
た
い
へ

ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
機
械
の
積
み
降
ろ
し
や
、
ほ
場
へ
の

出
入
り
の
時
は
、
路
肩
か
ら
の
転
倒
・

転
落
事
故
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

❶
作
業
前
と
後
に
は
、
農
業
機
械
の

点
検
整
備
と
周
囲
の
点
検
を
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。

❷
機
械
の
点
検
・
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

❸
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
機
械
の
構
造
と
道
路
状
況
に

見
合
っ
た
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
安
全
フ
レ
ー
ム
や
低
速
車
マ
ー

ク
等
を
装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

❹
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、ま
た
、

早
朝
の
作
業
時
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

❺
作
業
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
無
理
は
禁
物
で
す
。

❻
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

重
大
な
事
故
を
招
い
て
い
ま
す
。
常

に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

❼
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
無
理
を
し
な
い
で
、
常
に
安
全

作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者

が
作
業
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
の
人

が
声
を
か
け
合
う
な
ど
し
て
、
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

❽
労
災
保
険
・
共
済
等
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎

内
線
412
）

後
期
高
齢
者

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を

　
　
　
　
　
　
一
部
助
成

国
民
年
金

　

　
　学
生
の
特
例
や

　
　
　
　手
続
き
な
ど

春
の
農
作
業

事
故
防
止
に
つ
い
て

助
成
金
額
　
１
万
円
（
上
限
）

必
要
な
も
の

❶
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
）❷
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク
受
診
結
果
❹

保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳
な
ど
振
込
先
口

座
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

振
込
先
の
店
名
、
預
金
種
目
、
口
座
番

号
が
必
要
で
す
）

申
請
期
限
　
来
年
３
月
31
日

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民
健

康
保
険
係
（
☎
内
線
163
）

　
　
　
　手
続
き
な
ど

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
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さ
ま
ざ
ま
な
手
当
や
制
度
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❶
児
童
手
当
　
生
活
の
安
定
と
児
童
の

健
全
な
育
成
、
資
質
の
向
上
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

手
当
月
額
　
▼
３
歳
未
満
　
１
万
５
千

円
▼
３
歳
以
上
小
学
生
ま
で
の
第
１

子
、
第
２
子
　
１
万
円
▼
３
歳
以
上
小

学
生
ま
で
の
第
３
子
　
１
万
５
千
円
▼

中
学
生
　
１
万
円

　
市
で
は
、
若
い
人
た
ち
の
市
内
事
業

者
へ
の
就
職
を
進
め
る
た
め
、
職
業
能

力
開
発
校
（
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
な
ど
）
に
入
学
す
る
人
に
無
利
子
の

貸
付
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
ど
も

貸
付
金
額
　
１
人
年
額
６
万
円
（
月
額

５
千
円
）

※

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
中
学

生
ま
で
一
律
５
千
円

❷
児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

別
に
し
て
い
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
父
、
あ
る
い
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

対
象
児
童

18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
で
（
障
害
の
あ
る
児

童
は
20
歳
未
満
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
。

▼
父
母
が
離
婚

▼
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▼
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

▼
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

▼
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童

ご
利
用
く
だ
さ
い

　福
祉
の
手
当
や
制
度

職
業
能
力
開
発
校

　
　
　

  

　貸
付
生
を
募
集

※

ほ
か
に
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
。

❸
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
目
や
耳
、
肢
体
、
知
的
発
達
な
ど
の

障
害
や
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
よ
う

な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
あ

る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。

手
当
月
額
（
１
人
に
つ
き
）

▼
１
級
　
５
万
２
千
200
円

▼
２
級
　
３
万
４
千
770
円

❹
特
別
障
害
者
手
当
等

　
重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
日
常
生
活

で
常
時
介
護
が
必
要
な
人
に
支
給
し
ま

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

手
当
月
額

▼
20
歳
未
満
　
１
万
４
千
790
円

▼
20
歳
以
上
　
２
万
７
千
200
円

※

児
童
扶
養
、
特
別
児
童
扶
養
、
特
別

障
害
者
手
当
等
の
手
当
月
額
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❺
結
婚
祝
金

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
結
婚
を
お

祝
い
し
、
祝
金
を
贈
り
ま
す
。

受
給
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
で
、
婚
姻
届
ま
た
は
結
婚
式
を

済
ま
せ
た
市
民
。

祝
金
額
　
▼
１
・
２
級
　
１
万
８
千
円

▼
３
・
４
級
　
１
万
４
千
円
▼
５
・
６

級
　
１
万
円

❻
就
労
祝
金

　
母
子
世
帯
で
、
高
校
生
以
下
の
お
子

さ
ん
が
初
め
て
就
職
さ
れ
た
と
き
、
お

祝
い
と
し
て
１
万
円
を
贈
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

❶
〜
❻
は
福
祉
事
務
所

児
童
障
害
係
（
☎
内
線
174
）
へ
。

❼
在
宅
介
護
手
当

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
の
あ
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
と
同
居
し
、

生
活
を
共
に
し
て
い
る
人
で
、
常
時
そ

の
人
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る
人
。

▼
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
状
態
の
人

で
、
常
時
介
護
が
必
要
な
人
。

▼
65
歳
以
上
の
認
知
症
の
人
で
、
常
時

介
護
が
必
要
な
人
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
在
宅
の
人
で
、

常
時
介
護
が
必
要
な
人
。

※

介
護
に
当
た
る
人
が
家
族
で
複
数
い

る
場
合
は
、
主
に
介
護
に
当
た
っ
て
い

る
人
が
対
象
（
１
人
分
）。

支
給
額
　
月
額
５
千
円
（
年
額
６
万

円
）

※

申
請
時
、
調
査
票
に
基
づ
い
て
地
区

の
民
生
委
員
さ
ん
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

生
活
老
人
係
（
☎
内
線
173
）

貸
付
期
間
　
入
学
す
る
職
業
能
力
開
発

校
の
正
規
の
修
業
期
間

必
要
書
類
　
戸
籍
抄
本
、
職
業
能
力
開

発
校
入
校
生
貸
付
申
請
書

返
済
方
法
　
貸
し
付
け
を
終
了
し
て
か

ら
１
年
後
に
一
括
返
済
。
た
だ
し
、
卒

業
後
、
市
内
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

務
し
た
場
合
は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

　福
祉
の
手
当
や
制
度

▼
な
が
い
き
川
柳
掲
示

　
県
内
各
地
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い

た
、
約
440
句
を
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
５
月
12
日
（
日
）
ま
で
掲
示
し
ま

す
。

▼
七
福
買
い
物
ラ
リ
ー

　
応
募
方
法
は
２
通
り
で
す
。
抽
選
で

商
店
街
共
通
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
商
店
街
協
同
組

合
（
☎
52

－

０
７
７
５
）

　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
書
か

れ
て
い
る
文
字
・
図
・
表
・
写
真
等
を

音
声
に
変
え
て
伝
え
る
音
声
訳
の
方

法
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
デ
ジ
タ
ル

録
音
の
技
術
、
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
講
座

で
す
。
終
了
後
は
、
主
に
地
域
の
広
報

誌
等
を
音
声
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
す
。

日
　
程
　
５
月
８
・
15
・
22
・
29
、
６

月
５
・
12
・
19
・
26
、
７
月
３
・
10
日

の
水
曜
日
（
10
回
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

会
　
場
　
市
立
図
書
館

受
講
者
　
音
声
訳
の
基
本
知
識
を
習
得

し
て
将
来
音
声
訳
奉
仕
員
を
志
す
人

で
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

定
　
員

20
名
程
度

受
講
料
　
無
料
（
資
料
代
800
円
が
必

要
）

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
４
月
25
日
（
木
）
必
着

で
、
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
講
座
の

案
内
・
申
込
書
は
、
市
福
祉
事
務
所
、

市
立
図
書
館
、
公
民
館
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

音
声
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　（
初
級
）
受
講
者
募
集

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

381

－

８
１
１
１

〒
950

－

０
１
２
１
新
潟
市
江
南
区
亀
田

向
陽
１

－

９

－

１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
が
い
き
ス
ト
リ
ー
ト

逸
品
フ
ェ
ア

30
日
ま
で

◆ｓｔｕｄｉｏ　ｆ　ダンス発表会
☎53－0842

日　時　４月28日（日）昼の部 午後０時30分
開　演　夜の部　午後５時30分開演
入場料　1, 000円（当日1, 500円）※昼・夜の
部通し1, 500円（前売りのみ）
問い合わせ　studio ｆ　☎34－7200
◎毎週火曜日は文化会館の休館日です。

http://ngt-shikaku.jp/
）

　
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
、
地
域
の
福

祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
（
受
講
料
無
料
）

日
　
時
　
５
月
９
日
〜
11
月
21
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
方
や
手
話

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
し
た

い
方
で
こ
れ
ま
で
に
基
礎
編
（
も
し
く

は
基
礎
課
程
）
を
修
了
さ
れ
た
18
歳
以

上
の
人
。

受
講
者
募
集
時
期
　
４
月
24
日
（
水
）

ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務

所
児
童
障
害
係
（
☎
内
線
172
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
開
催

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
会

会
場
／
日
程
　
❶
県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館
／
４
月
18
日
（
以
下
木
）
、
８
月
22
日
、
11
月
21
日
、
１
月
16
日
❷
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
／
６
月
20
日
、
10
月

17
日
、
２
月
20
日
　
受
　
付
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
。
持
参
す
る
も
の
　
❶
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
❷
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
発
行
）

❸
審
査
手
数
料
１
件
６
千
300
円
（
県
収
入
証
紙
）
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
☎
025

－

280

－

５
６
１
９
）

保
育
士（
嘱
託
員
）を
募
集

市
立
保
育
園
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
嘱
託
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
　※

早
出
出
勤
や
、
土
曜
日
の

交
代
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

報

　酬
　
月
額
18
万
円

選

　考
　
面
接
試
験
　※

試
験
日
は

応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
17
日

（
水
）
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
174
）
へ
。
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「
天
使
の
歌
声
」
と
呼
ば
れ
、
美
し

い
コ
ー
ラ
ス
で
、
人
々
を
魅
了
す
る

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
は
、
500
年
以

上
の
歴
史
を
持
ち
、
世
界
で
最
も
有
名

な
少
年
合
唱
団
で
す
。

　
昭
和
30
年
に
初
来
日
し
、
今
年
は
日

本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好
150
年
に
あ
た

り
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
王

宮
礼
拝
堂
の
ミ
サ
で
歌
わ
れ
る
宗
教
曲

や
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
、
ふ
る
さ
と
等

日
本
で
人
気
の
あ
る
楽
曲
を
披
露
し
ま

す
。

　
な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
宝
く
じ
の
助

成
に
よ
り
、
通
常
の
半
額
程
度
の
特
別

料
金
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

公
演
日
時
　
６
月
11
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
開
場
、
７
時
開
演

会

　場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲

　目
　
オ
ル
フ‥

カ
ル
ミ
ナ
・
ブ

ラ
ー
ナ
よ
り
「
お
お
、
運
命
の
女
神

　
概
ね
60
歳
前
後
か
ら
の
人
を
対
象

に
し
た「
シ
ニ
ア
教
室
」の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。教
室
は
全
９
回
で
、１
年

間
を
通
し
て
、教
養
講
座
や
研
修
旅
行

な
ど
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。多
く
の
皆

さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程
・
内
容（
講
師
や
行
き
先
な
ど
）

❶
５
月
16
日（
木
）開
講
式
、講
演
会

「
太
鼓
道
を
歩
ん
で
45
年
」／
室
井
善

範
さ
ん
❷
６
月
13
日（
木
）野
外
研
修

（
山
古
志
：
闘
牛
場
・ア
ル
パ
カ
牧
場
、

高
龍
神
社
）❸
７
月
25
日（
木
）〜
26
日

（
金
）一
泊
研
修（
川
越
、富
岡
製
糸
場
ほ

か
）❹
８
月
２
日（
金
）講
演
会「
高
血

圧
と
薬
」／
笠
間
悟
さ
ん（
笹
菊
薬
品

㈱
管
理
薬
剤
師
）❺
９
月
６
日（
金
）講

演
会「
足
か
ら
の
健
康
と
く
つ
下
の
可

能
性
」／
中
林
功
一さ
ん（
㈱
山
忠
代
表

取
締
役
社
長
）❻
10
月
18
日（
金
）健

康
運
動
教
室
／
塚
野
真
一
さ
ん（
不
死

鳥
道
場
代
表
元
プ
ロ
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
）

❼
11
月
13
日（
水
）日
帰
り
研
修（
新

潟
市
江
南
区
北
方
文
化
博
物
館
ほ
か
）

❽
11
月
29
日（
金
）講
演
会「
超
高
齢

者
社
会
の
生
き
方
を
考
え
る
」／
小
川

学
ぶ
・
ふ
れ
あ
い
・
遊
び

　シ
ニ
ア
教
室

　受
講
生
募
集

英
爾
さ
ん（
妙
光
寺
前
住
職
）❾
２
月

21
日（
金
）講
演
会「
笑
顔
で
健
康
・
笑

い
と
健
康
」
／
水
都
家
艶
笑
さ
ん

（
落
語
家
）

会

　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

時

　間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
講
演
会
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
25
日

（
木
）ま
で
に
82
円
切
手
を
は
っ
た
封
筒

９
枚
に
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、公
民

館（
☎
52‒

１
９
５
３
）ま
た
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
☎
53‒

１
１
８
０
）

へ
。

宝
く
じ
文
化
公
演
　
６
月
11
日
開
催

  

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

　
４
月
16
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売

よ
」
、
ピ
ア
ソ
ラ‥

リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ‥

エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
、
皇
后
陛
下
御
作
詞

：

ね
む
の
木

の
子
守
歌
、
岡
野
貞
一‥

ふ
る
さ

と
、
Ｊ
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世‥

美
し

く
青
き
ド
ナ
ウ
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
　
一
般
３
千

円
、
高
校
生
以
下
千
500
円
（
当
日
は

各
々
500
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
４
月
16
日

（
火
）
午
前
９
時
か
ら
一
斉
発
売※

電
話
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
文
化
会

館
で
受
け
付
け
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
枚
数
制
限
　
１
人
に
つ
き

１
回
６
枚
以
内
で
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

コ
イ
ケ
メ
ガ
ネ

（
本
町
）
、
コ
メ
リ
書
房
加
茂
店

（
幸
町
１
）
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
上
町
）
、
文
化
会
館

（
幸
町
２
）

そ
の
他
　
車
イ
ス
席
は
文
化
会
館
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学

児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０
８
４
２
）

手
話
教
室
　

気
軽
に
参
加
を

　
初
め
て
手
話
を
す
る
人
・
興
味
の
あ

る
人
向
け
の
講
座
で
す
。
気
軽
に
手
話

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日

　時
　
５
月
９
・
16
・
23
・
30
日
の

各
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

会

　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　４
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

52-

６
６
６
７
）
へ
。

▼
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路
な

ど
を
歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
、
正
し
い

横
断
、
信
号
機
の
意
味
、
安
全
確
認
の

方
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
教
え

ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
が
外
出
す
る
と
き
は
、
行
き

先
を
確
認
し
一
声
か
け
て
注
意
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎５２－００８０内線１５1）

４月８日㈪～１４日㈰
運動の重点

❶新入学（園）児等に対する交通安全指導の徹底
❷保護者等の交通安全意識の高揚
❸通学・通園路の安全確保

運動の重点

◆子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
◆自転車の安全利用の推進
◆すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◆飲酒運転の根絶　◆横断歩道での歩行者優先

❶
新
入
学
（
園
）
児
等
に
対
す
る

　
　
　
　
　
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

▼
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
の
近

く
を
通
る
と
き
や
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
は
、
飛
び
出
し
な
ど
子
ど
も
の
動

き
に
十
分
注
意
し
、
徐
行
す
る
な
ど
、

安
全
で
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

❷
保
護
者
等
の
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
意
識
の
高
揚

▼
通
学
（
園
）
路
な
ど
街
頭
で
の
保
護

誘
導
活
動
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

❸
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動 ５月１１日㈯～２０日㈪

自転車の安全利用の推進
　自転車を安全に利用するために「自転車安全利
用五則」を守りましょう。
■自転車安全利用五則
　①自転車は、車道が原則、歩道は例外。
　②車道は左側を通行。
　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行。
　④安全ルールを守る（飲酒運転・２人乗り・　
　　並進の禁止、夜間はライト点灯、交差点での
　　信号遵守と一時停止・安全確認）。
　⑤子どもはヘルメットを着用。

すべての座席のシートベルトと
　　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　シートベルトは「命綱」であるという認識を
持ち、すべての座席での着用を徹底しましょう。
　子どもの命を守るため、チャイルドシートを
正しく使用しましょう。

　横断歩道では歩行者が優先です。ドライバー
は、横断歩道付近では減速するなど横断しよう
とする歩行者に備え、歩行者がいるときは一時
停止して歩行者の横断を妨げてはなりません。

横断歩道での歩行者優先

５月２０日（月）は「交通事故死ゼロを目指す日」です

歩行者に笑顔でゆずる春の道歩行者に笑顔でゆずる春の道
新入学（園）児を守る交通安全週間　
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加
茂
市
に
春
を
告
げ
る
雪

椿
ま
つ
り
が
、
次
の
日
程
で
加

茂
山
公
園
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
ユ
キ
ツ
バ
キ
や
桜
が
咲
く

加
茂
山
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

春
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
雪
椿
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
☎
内
線
131
）

■
雪
椿
ま
つ
り
献
花
祭

　
一
般
の
お
客
様
に
よ
る
献

花
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。参

加
ご
希
望
の
方
は
、
時
間
ま
で

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

　時
　
4
月
28
日
（
日
）
午

前
9
時
30
分
受
付
開
始

会

　場
　
青
海
神
社
拝
殿

参
加
料
　
500
円

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
い
け
ば

な
協
会
　
泉
さ
ん（
☎
52-

３
２

９
９
）

月 日 当番医 ☎
４／７（日）服部クリニック ５３－４６８０
14（日）徳友医院 ５３－０１６７
21（日）須田医院 ４１－５０２５
28（日）星野内科医院 ４１－４１４１

29（月・祝）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

県議会議員一般選挙
　　　　投票日は４月７日（日）

市長選挙・市議会議員一般選挙
　　　　投票日は４月 21日（日）

　県議会議員一般選挙、市長選挙、市議会議
員一般選挙は、私たちの未来を決める大事な
選挙で、18歳以上の人が投票できます。大切
な１票を棄権することなく投票しましょう。
■期日前投票は市役所で
　投票日当日に仕事、旅行、冠婚葬祭、病気・
けがなどで投票に行けない人は、期日前（不
在者）投票をお願いいたします。入場券の
裏面または受付に備え付けの期日前投票請
求書に氏名等を記入していただきます。
■期日前投票期間
　　 県議会議員一般選挙
　　　　３月 30 日（土）～４月６日（土）
　　 市長選挙・市議会議員一般選挙
　　　　４月 15 日（月）～ 20 日（土）
■時　間　午前８時 30 分～午後８時
■場　所　市役所２階選挙管理委員会事務室
■問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線 254）

今月の納税 口座振替日固定資産税・都市計画税…第１期分 5月7日 （火）

第
53
回
雪
椿
ま
つ
り

  

大
園
遊
会

　

 

市
中
パ
レ
ー
ド

　
　

 

13
日
（
土
）
開
催

雪椿まつりイベント名／会場（時間）
１３日（土）
・雪椿まつり大園遊会／市民体育館（10：50 ～）
▼ミス雪椿公開審査（10：50 ～）
▼アトラクション・歌謡ショー　
ゲスト歌手　羽山みずき（11：50 ～）
▼友好都市　伊豆大島町交歓会
（12：50 ～）
▼ミス雪椿発表（13：30 ～）
・雪椿マラソン／駅前スタート
（14：30 ～）
・ミス雪椿市中パレード／駅前スタート（15：00 ～）
１４日（日）
・雪椿杯バレーボール大会／勤労者体育センター
（9：00～)
･トレジャーハンティング in 加茂山「カモレンジャー
平成オールスターズフォーエバー」／加茂山公園野
外ステージ、雨天時市民体育館（9：30 ～ 14：00）
２８日（日）
・献花祭／青海神社（10：00 ～）
２９日（月･祝）
・雪椿市民茶会／加茂山公園、青海神社（10：00 ～
15：00）

11
㈭
先負

12
㈮
仏滅

13
㈯
大安

14
㈰
赤口

15
㈪
先勝

16
㈫
友引

17
㈬
先負

18
㈭
仏滅

19
㈮
大安

20
㈯
赤口

21
㈰
先勝

22
㈪
友引

23
㈫
先負

10
㈬
友引

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談　
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00
・休館（加茂美人の湯）

　休日当番医　徳友医院
 　　　　　　☎５３－０１６７ 　9：00～17：00
・雪椿まつり　雪椿杯バレーボール大会
　　   　　勤労者体育センター　 9：00から
・雪椿まつり　トレジャーハンティングin加茂
　　　加茂山公園野外ステージ　 9：30から受付

・司法書士による無料法律相談（予約は前日まで
　に☎47－1882へ／司法書士会三条支部相談員：
　外山量一さん）  
　　　　　　　　上町コミセン　　9：00～12：00
・雪椿まつり　大園遊会
　　　　　　　　　市民体育館　10：50から
　　雪椿マラソン 駅前スタート　14：30から
　　市中パレード 駅前スタート　15：00から
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から
 

・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00

・けんこう栄養相談会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　13：30～16：00

・スポーツ少年団合同入団式・スポーツテスト
　　　　　勤労者体育センター　　8：20集合
・心配ごと相談
　　　　　　　　上町コミセン　 9：00～16：00
・ワクワクドキドキお話のへや
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（市立図書館、民俗資料館、七谷・中央・
　上条・北・下条・須田コミセン）

　休日当番医　須田医院
 　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00
・市長選挙、市議会議員一般選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所　 7：00～20：00

大
型
連
休
中
の
ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

防
ご
う
林
野
火
災

　
春
の
大
型
連
休
中
、
４
月
27
日
（
土
）
、
５
月

１
日
（
水
）
、
２
日
（
木
）
、
６
日
（
月
）
に
、

ご
み
の
臨
時
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
大
型
連
休
中
に
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
連
休
前
の
く
み
取
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係
（
☎
内
線

152
）

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も
に
、
屋
外

で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
降

水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

❶
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

で
は
、
絶
対
に
焚
き
火
を
し
な
い
。

❷
焚
き
火
な
ど
、
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
そ
の

場
所
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

❸
強
風
や
乾
燥
し
て
い
る
と
き
に
は
焚
き
火
を
し

な
い
。

❹
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い

殻
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、
絶
対
に
投
げ
捨
て
は

し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

・休館（温水プール）

・休館（公民館・市民体育館・市立図書館、民俗
　資料館、七谷・中央・上条・北・下条・須田コ
　ミセン）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・読　書　会　　　市立図書館　10：00から

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　　9：30～11：30

4月


